
下
水
道
の
紙
オ
ム
ツ
受
入
実
現
へ

介
護
・
子
育
て
現
場
の
負
担
軽
減

居
住
支
援
の
取
り
組
み
強
化
へ

厚
労
省

国
交
省
全
国
サ
ミ
ッ
ト
で
先
進
事
例
紹
介

国
土
交
通
省
と
下
水
道
・
住
宅
関
連
の
女
性
エ
ン
ジ
ニ
ア
な
ど
で
つ
く
る
Ｄ
ｅ
ａ
ｓ
ｙ
実
行
委
員
会
（
委
員
長

・
園
田
眞
理
子
明
治
大
学
教
授
）
は
三
月
五
日
、
東
京
・
渋
谷
の
１
０
０
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｈ
で
「
下
水
道
へ
の
紙
オ
ム

ツ
受
入
に
向
け
た
連
絡
会
議
」
を
開
き
、
介
護
・
子
育
て
現
場
の
負
担
を
軽
減
す
る
多
彩
な
情
報
提
供
や
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク
を
繰
り
広
げ
た
。
国
や
㈱
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
な
ど
の
民
間
企
業
に
よ
る
最
新
の
取
り
組
み
を
共
有
し
、
少
子

・
人
口
減
少
・
超
高
齢
社
会
に
お
け
る
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
実
現
を
め
ざ
す
。

高
齢
期
を
迎
え
て
も
心
豊

か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
人
間
の
尊
厳
に
か
か
わ

る
排
泄
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は

き
わ
め
て
重
要
だ
。
子
育
て

世
帯
で
も
紙
オ
ム
ツ
の
処
理

は
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る

新
技
術
の
開
発
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
使
用
済
み
紙
オ
ム

ツ
の
臭
い
や
衛
生
問
題
、
重

い
ゴ
ミ
捨
て
は
日
常
生
活
に

お
け
る
新
た
な
課
題
と
し
て

浮
上
し
て
お
り
、
水
分
量
の

多
い
紙
オ
ム
ツ
の
焼
却
量
の

増
大
は
環
境
に
も
影
響
を
及

ぼ
す
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
た
め
同
省
下
水
道
部

は
介
護
・
子
育
て
の
負
担
軽

減
へ
昨
年
三
月
に
「
下
水
道

へ
の
紙
オ
ム
ツ
受
入
実
現
に

向
け
た
検
討
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
」
を
策
定
。
住
宅
局
で
も

紙
オ
ム
ツ
処
理
に
よ
る
介
護

負
担
の
減
少
に
向
け
た
実
証

事
業
を
進
め
て
い
る
。

当
日
の
連
絡
会
議
に
は
関

連
企
業
・
団
体
な
ど
約
八
十

名
が
参
加
。
園
田
Ｄ
ｅ
ａ
ｓ

ｙ
（
デ
イ
ジ
ー
）
実
行
委
員

長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
本
日
は
さ
ま
ざ
ま
な
方
々

の
参
加
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な

会
議
を
行
う
。
皆
さ
ま
に
も

積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
企
業
や
専
門
的
見
地
の

壁
を
超
え
て
情
報
を
共
有
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
活
発

な
議
論
を
促
し
た
。
ま
た
山

田
哲
也
同
省
下
水
道
部
下
水

道
企
画
課
長
が
「
皆
さ
ま
の

知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
。

第
一
部
の
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー

カ
ー
に
よ
る
情
報
提
供
で
は

伊
達
雄
亮
日
本
科
学
未
来
館

科
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
が

紙
オ
ム
ツ
の
実
態
に
つ
い
て

講
演
。
続
い
て
パ
ナ
ソ
ニ
ッ

ク
㈱
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
リ

ン
グ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
本
部

の
松
田
源
一
郎
氏
、
Ｌ
Ｉ
Ｘ

Ｉ
Ｌ

Ｗ
Ａ
Ｔ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
Ｅ

Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
デ
ザ
イ
ン
・
新
技
術

統
括
部
技
術
研
究
所
機
構
技

術
開
発
グ
ル
ー
プ
の
福
本
克

久
氏
が
住
宅
局
実
証
事
業
と

し
て
紙
オ
ム
ツ
処
理
に
お
け

る
最
新
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
下
水
道
部

下
水
道
企
画
課
下
水
道
国
際

・
技
術
調
査
官
の
阿
部
千
雅

氏
が
下
水
道
へ
の
紙
オ
ム
ツ

受
入
実
現
に
向
け
た
検
討
状

況
や
社
会
的
ニ
ー
ズ
調
査
結

果
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

こ
の
あ
と
内
閣
官
房
ま
ち

・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
本
部

事
務
局
地
方
創
生
統
括
官
補

の
伊
藤
明
子
氏
が
「
地
方
創

生

人
生
百
年
時
代
の
地
域

づ
く
り
に
向
け
て
」
と
題
し

て
講
演
し
た
。

第
二
部
の
テ
ー
マ
別
分
科

会
で
は
林
千
晶
㈱
ロ
フ
ト
ワ

ー
ク
代
表
取
締
役
を
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
し
て
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク
を
展
開
し
、
園
田

委
員
長
の
閉
会
あ
い
さ
つ
で

締
め
く
く
っ
た
。

厚
生
労
働
省
と
国
土
交
通

省
は
三
月
七
日
、
東
京
・
港

区
の
建
築
会
館
で
平
成
三
十

年
度
「
居
住
支
援
全
国
サ
ミ

ッ
ト
」
を
開
催
し
た
。
高
齢

者
、
子
育
て
世
帯
、
障
害
者

な
ど
の
住
宅
確
保
要
配
慮
者

に
対
す
る
居
住
支
援
を
一
段

と
強
化
す
る
た
め
、
国
の
居

住
・
福
祉
に
関
す
る
施
策
や

各
地
の
居
住
支
援
協
議
会
に

よ
る
先
進
的
な
取
り
組
み
を

紹
介
し
た
。

当
日
は
関
連
企
業
・
団
体

な
ど
三
百
名
超
が
参
加
。
冒

頭
、
大
島
一
博
厚
労
省
老
健

局
長
が
「
高
齢
者
や
生
活
困

窮
者
が
自
分
ら
し
い
生
活
を

営
め
る
よ
う
住
ま
い
を
確
保

す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
重
要

だ
。
国
交
省
と
手
を
携
え
て

取
り
組
ん
で
い
く
」
、
石
田

優
国
交
省
住
宅
局
長
が
「
居

住
支
援
の
取
り
組
み
が
全
国

で
花
開
く
よ
う
一
致
協
力
し

て
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

続
い
て
宮
本
太
郎
中
央
大

学
教
授
が
「
２
０
４
０
年
に

向
か
う
居
住
支
援
の
ビ
ジ
ョ

ン

地
域
型
居
住
を
い
か
に

実
現
す
る
か
」
と
題
し
て
基

調
講
演
を
行
い
、
武
井
佐
代

里
厚
労
省
高
齢
者
支
援
課

長
、
野
﨑
伸
一
同
省
地
域
福

祉
課
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

室
長
、
大
島
敦
仁
国
交
省
安

心
居
住
推
進
課
企
画
専
門
官

が
行
政
施
策
を
説
明
。
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

髙
橋
紘
士
一
般
財
団
法
人
高

齢
者
住
宅
財
団
顧
問
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
佐
々
木
恵

横
手
市
社
会
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係
副
主
幹
、
渡
島
秀
夫

鹿
児
島
県
建
築
課
住
宅
政
策

室
技
術
補
佐
、
小
山
訓
久
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
リ
ト
ル
ワ
ン
ズ
代

表
理
事
、
奥
田
知
志
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
抱
樸
理
事
長
ら
が
活
発

に
意
見
交
換
し
た
。

園田委員長

連絡会議で活発な意見交換

山田課長

建築会館に３００名超が集う

大島局長

石田局長
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